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寡黙なシロクマ
寡黙に技術を磨き、成果で価値を示す職人型チーム

1. チーム紹介

「期待から品質へ、品質からテストへ。」
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2.依頼の流れ

テスト設計
を依頼 寡黙な

シロクマ

品質コンサル
を依頼

開発を依頼

決済サービス
提供を依頼

だんだん
動物園

テスト設計
コンテスト
実行委員

だんだん開発 DEAN2開発

サブスク
システム

安全・円滑な
入園管理
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3. テスト目的の設定

✓  園内およびWebでの予約購入、発券、入場の流れについて特に確認してほしい
✓  システムが長時間稼働することを保証してほしい
✓  時間枠の重複販売が発生しないことを保証してほしい
✓  既存システムと新システムの差分を重点的にテストしてほしい
✓  新規追加の入場ゲート周りを重点的にテストしてほしい
✓  リスク分析などを行い、テスト観点・テスト方針を提案してほしい
✓ 将来の変更を見据えたリグレッションテストを提案してほしい
✓  今回の施策により、確実に「密回避」が達成できたことの効果を示してほしい（実現済）

対象システムの追加・変更内容が、想定される利用・運用状況において要求を満たし、主要なリスクおよび
既存機能への影響が適切に管理されていることを評価するとともに、将来変更を見据えたテスト資産を提案する。
※重点項目：

①システムが長時間稼働しても問題が発生しないこと
②時間枠の重複販売が発生せず、制限人数以上の来場を確実に回避できること
③園内およびWebでの予約購入から発券、入場に至る利用者の導線が途切れずに成立すること

動物園からの依頼

テスト目的
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4. テスト目的・方針

動物園からの依頼

①ステークホルダーの要求を起点としてテストスコープを決定する
②ステークホルダーごとに重視する品質特性を明確にし、品質リスクを洗い出す
③テスト全体を構造的に整理し、重点化すべき確認対象を明確にする 
④テスト設計の判断根拠を説明可能にする 

テスト方針

テスト目的
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5. テスト設計プロセスの全体像

仕様書
一式

テスト
要求
分析

テスト
要求一覧
（優先度付）

テスト
アーキテ
クチャ
設計

テスト
構造図

テスト
詳細
設計

テスト
ケース

＝ プロセス ＝ インプット情報/成果物

テスト
実装

テスト
仕様書
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6.テスト要求分析の取り組みの紹介

仕様書
一式

テスト
要求
分析

テスト
要求一覧
（優先度付）

テスト
アーキ
テクチャ
設計

テスト
構造図

テスト
詳細
設計

テスト
ケース
一覧

テスト
実装

テスト
仕様書

＝ プロセス ＝ インプット情報/成果物

仕様書
一式

ステーク
ホルダー
分析

ステーク
ホルダー
一覧

ステーク
ホルダー
要求分析

ステーク
ホルダー
要求一覧

品質
リスク
分析

品質
リスク
一覧

テスト
要求
導出

テスト
要求一覧

優先度
評価

テスト
要求一覧
（優先度付）

こだわり①

こだわり② こだわり③
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6.テスト要求分析の取り組みの紹介

仕様書
一式

テスト
要求
分析

テスト
要求一覧
（優先度付）

テスト
アーキ
テクチャ
設計

テスト
構造図

テスト
詳細
設計

テスト
ケース
一覧

テスト
実装

テスト
仕様書

仕様書
一式

ステーク
ホルダー
分析

ステーク
ホルダー
一覧

ステーク
ホルダー
要求分析

ステーク
ホルダー
要求一覧

品質
リスク
分析

品質
リスク
一覧

テスト
要求
導出

テスト
要求一覧

優先度
評価

テスト
要求一覧
（優先度付）

こだわり①

＝ プロセス ＝ インプット情報/成果物
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重視すべきステークホルダー
を明確にできた

①関係者・組織を整理し、
役割・責任を明確化
②システム関与度・責任性の評
価軸で、ステークホルダーを評価

こだわり① ステークホルダー分析を徹底

ステークホルダー評価結果（一部抜粋）

②ステークホルダー
の評価結果

①ステークホルダー
の関係性

「誰のための品質」を実現すべきかが共通認識に
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6.テスト要求分析の取り組みの紹介

仕様書
一式

テスト
要求
分析

テスト
要求一覧
（優先度付）

テスト
アーキ
テクチャ
設計

テスト
構造図

テスト
詳細
設計

テスト
ケース
一覧

テスト
実装

テスト
仕様書

仕様書
一式

ステーク
ホルダー
分析

ステーク
ホルダー
一覧

ステーク
ホルダー
要求分析

ステーク
ホルダー
要求一覧

品質
リスク
分析

品質
リスク
一覧

テスト
要求
導出

テスト
要求一覧

優先度
評価

テスト
要求一覧
（優先度付）

こだわり②

＝ プロセス ＝ インプット情報/成果物
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こだわり② 品質リスクを構造的に分析

①ステークホルダーの要求ごとに
品質特性を整理
②リスクと要因を紐付け、品質
リスクを体系的に抽出

確認すべきリスクを特定
できた

品質リスクの網羅的な把握

品質リスク分析結果（一部抜粋）

①ステークホルダーの要求に
紐づく品質特性 ②品質リスク分析結果
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6.テスト要求分析の取り組みの紹介

仕様書
一式

テスト
要求
分析

テスト
要求一覧
（優先度付）

テスト
アーキ
テクチャ
設計

テスト
構造図

テスト
詳細
設計

テスト
ケース
一覧

テスト
実装

テスト
仕様書

仕様書
一式

ステーク
ホルダー
分析

ステーク
ホルダー
一覧

ステーク
ホルダー
要求分析

ステーク
ホルダー
要求一覧

品質
リスク
分析

品質
リスク
一覧

テスト
要求
導出

テスト
要求一覧

優先度
評価

テスト
要求一覧
（優先度付）

こだわり③

＝ プロセス ＝ インプット情報/成果物
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①将来想定される変更
パターンを分析

②既存機能・経路への影響を分析

こだわり③将来変更を見据えたリグレッションテスト提案

リグレッションテスト提案書（一部抜粋）

変更発生時、再テストが
必要な箇所を根拠を持って
判断できる

①将来変更パターン

将来の変更時に活用できるテスト資産へ昇格

②影響を受けるテスト要求と
選定理由
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7.テストアーキテクチャ設計の取り組みの紹介

テスト
タイプの
定義

テスト
観点の
構造化

テスト
構造図

テストタイプ
一覧

テスト
要求一覧
（優先度付）

仕様書
一式

テスト
要求
分析

テスト
要求一覧
（優先度付）

テスト
アーキ
テクチャ
設計

テスト
構造図

テスト
詳細
設計

テスト
ケース
一覧

テスト
実装

テスト
仕様書

＝ プロセス ＝ インプット情報/成果物

こだわり
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①テスト要求を品質特性を
もとにテストタイプに対応付け

②優先度をもとに確認する
実行フェーズを定義

こだわり テスト全体像を表現

テスト全体像（一部抜粋）

どのテスト要求がいつ・どこで
評価されるか一目でわかる

テスト全体像を俯瞰し、効率的なテスト実行方針を明確化

テスト実行サイクルの判定

①テストタイプ対応付け

②実行フェーズの定義
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8.テスト詳細設計・実装の取り組みの紹介

仕様書
一式

テスト
要求
分析

テスト
要求一覧
（優先度付）

テスト
アーキ
テクチャ
設計

テスト
構造図

テスト
詳細
設計

テスト
ケース
一覧

テスト
実装

テスト
仕様書

こだわり

テスト
観点
導出

テスト観点
一覧

テスト
構造図

テスト
仕様書

テスト
手順の
具体化

テスト
データの
具体化

期待結
果の明
確化

＝ プロセス ＝ インプット情報/成果物
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テストケース/仕様書の
作成・レビュー作業でAIを活用

こだわり AIの活用

レビュアー個人の経験や
スキルへの依存を軽減

AIによる網羅的な確認と、人による妥当性確認を両立

①作成AI
テスト仕様書を作成

②レビューAI
一次DR：抜け漏れ・

粒度を自動チェック

③人間
最終DR：妥当性を確認し、

実施可否を最終判断

OK
テスト仕様書
として確定

NG
指摘を反映
して再生成

人が確認し抽象内容を具体化

作成AI

作成結果
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▪ ご要望をもとに、「寡黙なシロクマ」チームのテストの方針から設計までを整理し、ご報告しました。

9. まとめ

対象システムの追加・変更内容が、想定される利用・運用状況において要求を満たし、主要なリスクおよび
既存機能への影響が適切に管理されていることを評価するとともに、将来変更を見据えたテスト資産を提案する。

テスト目的

①ステークホルダーの要求を起点として
テストスコープを決定する

②ステークホルダーごとに重視する品質特性を
明確にし、品質リスクを洗い出す

③テスト全体を構造的に整理し、重点化すべき
確認対象を明確にする 

④テスト設計の判断根拠を説明可能にする

テスト方針

①ステークホルダーを特定し重要度を評価
したうえで、確認すべき要求を決定

②品質特性を切り口に品質リスクを分析し、
要因分析を通じて今回確認すべきリスクを選定

③テスト要求を重要度で重み付けし、テストタイプ・
実行フェーズに対応付けて構造化

④要求からテスト観点までを一気通貫で整理し、
将来変更を想定したリグレッションテストを提案

対応内容
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ご清聴ありがとうございました。
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